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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,76 45,77 +0,01 45,76 +0,01

USD / BRL Spot BRL 2,2313 2,2457 +0,0144 2,2143 +0,0314

USD / JPY Spot JPY 102,12 102,79 +0,67 101,33 +1,46

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 57.119 56.878 -241 53.168 +3.710

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 145,8 149,2 +3,4 144,2 +5,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,97 11,04 +0,07 11,05 -0,01

3 Months US Dollar Libor % 0,237 0,237 +0,000 0,231 +0,006

CRB Index（国際商品指数） Index 296,6 296,1 -0,5 308,2 -12,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は市場予想を上回った米ＧＤＰによってドル高となる展開でした。
朝方は米第２四半期ＧＤＰが市場予想を大幅に上回ったためドル買い優勢となり前日比ドル高レアル安の
２．２３台後半で取引されました。全般的にドル買い地合いのなか２．２４台後半へドル高が進んだ後も野党
の大統領選有力候補であるネーベス氏がレアル安を志向する発言を行ったことから２．２５台後半へレアル
続落となりました。その後、ＦＯＭＣ声明は比較的ハト派と看做されたことからポジション調整のドル売りが
入り２．２４台前半へドル安レアル高となりましたが、結局２．２４台半ばで引けています。

昨日大統領選候補らが全国工業連盟のイベントに参加してコメントしています。ルセフ大統領の対抗馬と
して現在最も有力なネーベス氏は、「ブラジル産業界の競争力を保証するためにはレアル安が不可欠な
ように見える。」と発言し産業界寄りの姿勢を強調しました。全国工業連盟のイベントだったことから敢えて
レアル安志向の姿勢を見せた可能性もありますが、市場の見方としてはネーベス氏が当選すればレアル安
という連想が今後働きやすくなるでしょう。また、昨日の米ＧＤＰへの反応に現われたように米利上げへの
懸念がレアル売りに結びつきやすくなっており、米国・ブラジルそれぞれの景況感の違いが今後の相場に
影響を与えていくと思われます。
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